


音声用テキスト
令和8年4月から令和9年3月までの、名古屋市博物館（プレオープン期間外は休館）、名古屋市ほうさ文庫、名古屋市秀よし清正記念館の年間スケジュール

名古屋市博物館の事業案内
名古屋市博物館は昭和52年（西暦1977年）に開館した歴史系の総合博物館です。ただいまリニューアル工事のため、長期休館中です。令和8年（西暦2026年）9月5日（土曜日）から11月1日（日曜日）まで、プレオープンします。プレオープンを記念したふたつの特別展と、休館ちゅうでも行われている事業について案内します。休館中の活動およびリニューアル情報については、公式サイト（https://www.museum.city.nagoya.jp）のほか、公式SNSアカウント（エックス、インスタグラム、フェイスブック）でご確認いただけます。

名古屋市博物館　プレオープン展
期間は令和8年（西暦2026年）9月5日（土曜日）から11月1日（日曜日）まで。
開催場所は1階特別展示室。開館時間は午前9時30分から午後5時まで。ただし入場は午後4時30分まで。
プレオープン期間ちゅうの休館びは、毎週月曜日。ただし祝日の場合は、直後の平日。また、毎月第4火曜日も休館。ただし祝日の場合は開館。11月2日（月曜日）からは再び休館。

特別展　リトアニア　―バルトの森に響く歌―
令和8年9月5日（土曜日）から11月1日（日曜日）まで
バルト海沿岸に位置するリトアニア共和国は、名古屋で少年時代をすごした外交官・杉原千畝が、ユダヤ人に「命のビザ」を発給した地です。杉原が結んだ縁に導かれて、リトアニア国立博物館の所蔵する華やかな民族衣装や、木のぬくもりにあふれた生活道具などを通して、その豊かな歴史と文化を紹介します。

特別展　名古屋には秀よしがおるでよ！　―秀よしと尾張の歴史―
令和8年9月5日（土曜日）から11月1日（日曜日）まで
現在の名古屋市なかむら区で生まれた天下びと・豊臣秀よし。彼は若くして故郷を離れますが、尾張を政治的に重要視し、特に天下統一ごから関係を深めていきました。名古屋を中心とする尾張に残る伝説や伝承地は、そのつながりを今に伝えています。本展覧会では、ふるさと尾張との関係を軸に秀よしのそくせきをたどります。
歴史体験キット「くみひもづくり」
千年以上の歴史を持つ伝統工芸ひん「くみひも」を作ってみませんか。丸台と糸がセットされており、ご自宅ですぐ始められるキットです。初心者向けの「はじめてのくみひも」、完成したくみひもで飾りを作る「くみひもで飾り結びづくり」の、2種のプログラムをどちらでも体験できます。
申し込み期間は令和8年４月1日（火曜日）から10月30日（金曜日）まで。申し込みは利用希望びの2か月前から1週間前におこなってください。先着順。貸し出し期間は2週間、貸し出し料金は税込み500円。貸し出し・返却対応時間は平日午前9時から午後5時まで。貸し出し初日が令和8年7月1日（水曜日）から8月28日（金曜日）までの期間は、しょう・中学生向けワークシートが付きます。利用手続き・申し込みは公式サイト催し物・イベントページから。

歴史体験セミナー　大人のための「くみひもづくり」
学芸員の解説付きでひらくみひもづくりを体験できるセミナーです。事前申し込みが必要です。公式サイトで使用する糸の色をご確認の上、お申し込みください。
開催日時は令和8年6月4日（木曜日）午前・午後の2回開催。午前は10時から11時40分。午後は2時から3時40分。定員は各回先着8名。
会場は名古屋市博物館仮事務所。公共交通機関をご利用ください。申し込み期間は5月11日（月曜日）午前9時から。定員に達し次第、受付終了。参加費は税込み500円。参加にあたり障害等により特別な配慮が必要なかたは、申し込みじにご記載ください。

はくぶつかん講座
学芸員が講師をつとめる講座を、かんがいのいろいろな社会教育施設等と連携して企画しています。開催日時・会場・演題・応募方法などは順次、公式サイトに掲載します。原則聴講無料ですが、会場によって観覧料が必要となる場合があります。

名古屋市博物館資料図版目録12『高蔵1号墳出土資料の研究』
昭和29年（西暦1954年）に発掘調査された高蔵1号墳（名古屋市熱田区）について、当かん学芸課と教育委員会文化財保護課が共同で、出土資料の再整理と再検討をおこない、その成果を図版目録にまとめました。A4判94ページ、価格は税込み1,700円。通信販売などの購入方法は公式サイトをご確認ください。

ウェブサイト「名古屋城下お調べ帳」（令和8年5月公開予定）
江戸時代の名古屋の地図を、現代の地図と重ね合わせて表示し、藩士の屋敷や寺社などを検索できます。令和8年5月、公式サイトにリンクを公開予定です。

名古屋市博物館収蔵品データベース
名古屋市博物館・秀よし清正記念館収蔵品の目録・画像の一部を公開しております。公式サイトで利用方法をご確認の上、ご活用ください。

よみがえれ文化財・みんなの博物館応援事業
博物館・分館の収蔵品を保存修復し、展示等へ活用するための寄附きんを募集しています。これまでに美術工芸ひんや古文書の修復、出土品の保存処理、写真資料のデジタル化などをおこなってきました。みなさまのご理解ご協力をよろしくお願い申し上げます。この寄附はふるさと納税制度を利用しています。

名古屋市博物館　利用案内
郵便番号4 6 7 0 8 0 6
名古屋市瑞穂区瑞穂どおり一丁目27の1
電話0 5 2 8 5 3 2 6 5 5
休館中は平日午前8時45分から午後5時30分まで対応。ただし土曜日、日曜日、祝日、年末年始を除く。プレオープン期間中は、開館びのみ対応。
ファックス0 5 2 8 5 3 3 6 3 6
交通は、名古屋駅からは、地下鉄桜どおり線で17分「桜山」下車、4番出口から南へ150メートル。エレベーターをご利用のかたは3番出口から南へ400メートル。かなやまバスターミナルからは、市バスかなやま14系統「桜山経由」で「博物館」下車。敷地内に有料駐車場あり。

名古屋市ほうさ文庫の事業案内
NHK大河ドラマ特別展　豊臣兄弟！
令和8年4月18日（土曜日）から6月14日（日曜日）まで
大胆に突き進む兄・豊臣秀よしを、冷静沈着に陰で支え続けた弟・秀なが。本展ではNHK大河ドラマ「豊臣兄弟！」と連動し、豊臣兄弟が激動の戦国時代を制して天下統一への道を切り拓く軌跡を、重要なかっせんや出来事を取り上げながら紐ときます。また織田信長・徳川家康・藤堂高虎・千利休など豊臣兄弟をとりまく人々との関係にも着目し、約140件の美術工芸ひんや歴史資料から、豊臣兄弟が生きた栄枯せい衰の時代に迫ります。

企画展　お能、はじめまして。
令和8年6月25日（木曜日）から7月20日（月曜日・祝日）まで
600年以上にわたり受け継がれてきた日本の舞台芸術、能・狂言。古典文学に題材を求めたストーリーをもとに、役柄に応じて取り合わせられる面・装束類、謡や楽器の音色が織りなす幽玄の世界です。尾張徳川けが収集し大切に守り伝えてきたコレクションを通して、能道具の多彩な表現を紹介する展覧会。お能へのはじめの一歩を、この展覧会で踏み出してみませんか。

夏季特別展　武芸　サムライ・アスリート
令和8年7月25日（土曜日）から9月27日（日曜日）まで
江戸時代の武士は、弓矢を操り、馬に乗り、刀剣や鑓の扱いに習熟するなど武芸を身につけました。武士はかっせんに参加するため、日頃より武芸の修練に励みましたが、武士階級が無くなった近代以降、武芸は軍隊や教育機関における心身の鍛錬を目的とするスポーツとして定着し、現代に至ります。大名け・尾張徳川けで実際に用いられた武具類や武芸各種の伝しょなどを中心に、さまざまな武芸について紹介します。

企画展　生誕140年　没後50年記念　旅する侯爵　徳川義親
令和8年10月8日（木曜日）から12月13日（日曜日）まで
徳川美術館の創設者・尾張徳川け19代当主よしちかは、知的な探求しんにあふれた人物でした。義親はた分野に関心を持ち、東南アジアやヨーロッパ旅行で得た美術品・日本各地の郷土がんぐなど、彼ならではの目線で、その地域や生活の記憶と結びついた作品を蒐集しました。本展では、今年生誕140年、没後50年を迎える義親の文化への眼差しとそのそくせきを辿ります。

企画展　こ写経　祈りの美
令和9年1月5日（火曜日）から1月31日（日曜日）まで
古来、仏教経典を書写することは、大きな功徳があると信じられてきました。そのため仏教伝来以来、日本でも盛んに写経が行われ、数多くの写経遺品が伝そんしています。本展では、こひつ手かがみに貼り込まれた断簡を含む尾張徳川家伝来ひんの優ひんを中心に、近年新たに寄贈を受けた作品も交えながら、古代から近世にかけてのこ写経の名品をご紹介します。書写した人々の祈りや願いを伝えるとともに、文字、料紙、装丁の美しさにも注目してお楽しみください。

企画展　大名もあそぶ
令和9年2月6日（土曜日）から4月4日（日曜日）まで
古今東西を問わず、人が人らしく生きる上で必要不可欠なもの、それが遊びです。江戸時代の大名においても、つれづれを過ごす娯楽のみならず、たしなみや教養の糧として、さまざまな遊びがおこなわれました。「きん棋書画」に代表される高雅な遊びをはじめ、公家由来のみやびな香あわせや貝あわせに、かるたや双六・人形といったがんぐや遊戯具に至るまで実に多彩です。大名たちの心をなごませ、生きる力を育んできた遊びの世界を紹介します。

名古屋市ほうさ文庫　利用案内
郵便番号 4 6 1 0 0 2 3
名古屋市 東区徳川町1 0 0 1
電話 0 5 2 9 3 5 2 1 7 3
ファックス 0 5 2 9 3 5 2 1 7 4
開館時間は、展示室は午前10時から午後5時まで。ただし、入室は午後4時30分まで。閲覧室は午前9時30分から午後5時まで。ただし、午後0時から1時と閉館前は一部サービス休止。休館びは毎週月曜日。ただし祝日の場合は、直後の平日。令和8年4月7日（火曜日）から12日（日曜日）は工事休館。12月15日（火曜日）から27日（日曜日）は特別整理休館。12月29日（火曜日）から令和9年1月3日（日曜日）は年末年始休館。
観覧料は徳川美術館と共通で、一般2,000円、高校生・大学生は1,200円、中学生以下は無料。ただし、閲覧室は入室無料。
交通は、名古屋駅からは、市バス基幹2号系統、名鉄バス「さかえ経由」で「徳川園新出来」下車、徒歩3分。なごや観光ルートバス（メーグル）で「徳川園・徳川美術館・ほうさ文庫」下車すぐ。近隣鉄道駅からは、JR中央線、地下鉄名城線、名鉄瀬戸線、ゆとりーとライン「大曽根」下車、南へ徒歩10分。地下鉄桜どおり線「くるまみち」下車、北へ徒歩15分。

名古屋市秀よし清正記念館の事業案内
パネル展　清正　秀よしを支え続けた武将
令和8年3月14日（土曜日）から5月6日（水曜日・振替休日）まで
秀よしの親戚ともみられる清正は、少年のころから秀よしに仕え、ふんこつ砕しんし続けた家臣でした。秀よし死後も遺児秀頼を見守りつつ亡くなった生涯を紹介します。

特集展示　桃山とうの美をつなぐ
令和8年5月16日（土曜日）から7月5日（日曜日）まで
桃山時代から江戸時代後期にかけての志野・黄瀬戸・織部といったやきものを紹介し、あわせて武将ゆかりの茶の湯関連資料を展示します。

パネル展　中村発！戦国武将の史跡めぐり
令和8年7月18日（土曜日）から9月23日（水曜日・祝日）まで
中村周辺には、秀よしと清正以外にも、福島まさのりや蜂須賀ころくといった尾張出身の武将にまつわる場所が多くあります。秀よし清正記念館からも訪れやすい史跡を紹介します。

特別陳列　ここ中村で60年 秀よし清正記念館のコレクション
令和8年10月3日（土曜日）から11月15日（日曜日）まで
秀よし清正記念館はほうせい二公顕彰館として昭和42年（西暦1967年）に開館し、以後60年にわたって展示・収集活動を続けてきました。そのあゆみと名品を紹介します。

特集展示　戦国デザイン
令和8年11月21日（土曜日）から令和9年1月11日（月曜日・祝日）まで
戦国時代、武将たちは戦場で目立つために奇抜な兜をかぶり、刀の鐔に色々な意匠をかたどったすかしを施しました。実用性と美を兼ね備えたデザインを紹介します。

パネル展　秀よしゆかりの建造ぶつ
令和9年1月27日（水曜日）から4月18日（日曜日）まで
秀よしがつくった建造ぶつは、豊臣けが滅んで維持の支援も失い、ほとんどが失われました。その中で残された秀よしに関わる建物や遺構などを紹介します。

名古屋市秀よし清正記念館　利用案内
郵便番号 4 5 3 0 0 5 3
名古屋市 中村区中村町 あざ茶ノ木25
電話 0 5 2 4 1 1 0 0 3 5
ファックス 0 5 2 4 1 1 9 9 8 7
開館時間は、午前9時30分から午後5時まで。
休館びは毎週月曜日。ただし祝日の場合は、直後の平日。また、毎月第4火曜日も休館。ただし祝日の場合は開館。令和8年12月29日（火曜日）から令和9年1月3日（日曜日）は年末年始休館。1月12日（火曜日）から1月26日（火曜日）は館内点検休館。
観覧料は無料。
交通は、名古屋駅からは、市バスめい駅25系統・中村巡回「豊国神社」下車、徒歩2分。
地下鉄東山線「中村公園」下車、3番出口から北へ徒歩10分。




